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田中康夫の

120

「
意
識
高
い
系
」
な
面
々
が
、
首
都
圏

の
洪
水
を
防
い
だ
「
救
世
主
」
と
称
揚

す
る
八や

ん

ば
ツ
場
ダ
ム
。
利
根
川
支
流
の
吾あ
が

妻つ
ま
が
わ川
に
位
置
す
る
同
ダ
ム
の
洪
水
調
節

容
量
は
驚
く
勿な
か

れ
、
利
根
川
水
系
全
体

２
０
１
９
年
10
月
12
日
に
列
島
上
陸
の

台
風
第
19
号
ハ
ギ
ビ
ス
の
豪
雨
を
八
ツ

場
ダ
ム
が
受
け
止
め
得
た
の
は
試
験

湛た
ん

水す
い

開
始
が
同
月
か
ら
で
、ダ
ム
湖
が

空
っ
ぽ
だ
っ
た
が
故
の
〝
僥ぎ
ょ
う
こ
う倖〞。

「
減
災
」
の
肝か
ん
じ
ん
か
な
め

心
要
は
維
持
修
繕
。

手
足
の
爪
を
切
る
の
と
同
様
に
、
重
機

を
用
い
て
１
ｍ
21
万
円
で
実
施
可
能
な
、

小こ

忠ま

実め

で
適
度
な
河か
ど
う
く
っ
さ
く

道
掘
削
＝
浚し
ゅ
ん
せ
つ渫

こ
そ
治
水
の
基
本
。
地
元
の
土
木
建
設

業
者
が
胸
を
張
っ
て
従
事
可
能
な
地
域

密
着
型
公
共
事
業
で
す
。

　

県
土
面
積
が
全
国
４
位
の
信
州
・
長

野
県
知
事
時
代
、
台
風
一
過
の
秋
季
に

土
木
部
・
農
政
部
・
林
務
部
の
技
術
系

職
員
を
総
動
員
し
て
県
管
理
の
河
川
を

総
点
検
。
浚
渫
の
補
正
予
算
を
県
単
独

で
計
上
。
３
千
万
円
に
満
た
ぬ
金
額
な

れ
ど
地
域
経
済
に
も
確
実
に
寄
与
。

「
治
す
・
護
る
・
創
る
」
よ
り
も
「
造

る
」
を
重
ん
ず
る
前
世
紀
型
Ｏ
Ｓ
ニ
ッ

ポ
ン
。財
務
省
が
「
部ぶ

・
款か
ん

・
項こ
う

・

目も
く

・
節せ
つ

」
と
細
分
類
す
る
治
水
の
予
算

項
目
に
「
浚
渫
」
は
存
在
し
ま
せ
ん
。

当
該
予
算
を
別
立
て
せ
ぬ
政
府
と
自
治

体
は
「
維
持
修
繕
費
」
の
大
半
を
現
場

建
設
事
務
所
の
人
件
費
等
で
消
化
。

　

縦よ

し
ん
ば
八
ツ
場
ダ
ム
建
設
が
「
必

要
悪
」
だ
っ
た
と
し
て
、
竣
工
ま
で
の

68
年
間
に
投
じ
た
浚
渫
費
用
は
如い
か
ほ
ど

何
程

か
と
河
川
管
理
者
に
質た
だ

し
て
も
、
記
録

が
見
当
た
ら
ず
と
言
葉
を
濁
す
で
し
ょ

う
。
護
岸
の
補
強
、
上
流
域
の
森
林
整

備
と
並
ん
で
治
水
の
基
本
で
あ
る
浚
渫

は
全
国
津
々
浦
々
で
滞
っ
て
い
ま
す
。

　

堤
防
を
越
え
て
水
が
溢あ
ふ

れ
出
る
「
越え
っ

水す
い

」。
堤
防
そ
の
も
の
が
壊
れ
る
「
破は

堤て
い

」。
一ひ
と
た
び度
決
壊
す
る
や
溢
れ
る
流
量

と
速
度
は
激
変
し
、
物
的
被
害
も
人
的

被
害
も
桁
違
い
。
破
堤
に
至
る
原
因
の

８
割
は
越
水
で
す
。

　

自
然
の
摂
理
た
る
決
壊
の
悲
劇
は
幾い
く

度た
び

か
の
河
川
改
修
を
経
て
も
猶
、
同
じ

場
所
で
繰
り
返
さ
れ
る
蓋が
い
ぜ
ん
せ
い

然
性
が
極
め

て
高
い
と
理
解
す
る
米
国
や
欧
州
、
そ

し
て
韓
国
で
は
過
去
の
決
壊
箇
所
の
護

岸
強
化
に
、
堤
防
の
両
肩
か
ら
基
礎
ま

で
鋼こ
う
や
い
た

矢
板
を
縦
に
２
枚
打
ち
込
む
護
岸

工
法
、
若
し
く
は
土
砂
と
膠こ
う
か
い灰
を
混
合

し
て
固
め
た
ソ
イ
ル
セ
メ
ン
ト
工
法
を

導
入
済
み
。

　

白は
く
し
ゃ
せ
い
し
ょ
う

砂
青
松
の
海
岸
に
無
味
乾
燥
な

消テ

ト

ラ

ポ

ッ

ド

波
ブ
ロ
ッ
ク
を
並
べ
る
一
方
、混コ
ン
ク
リ
ー
ト

凝
土

壁
の
隙
間
か
ら
水
が
浸し
ん
じ
ゅ
ん潤
し
て
平
時

か
ら
堤
防
内
部
は
〝
液
状
化
現
象
〞
に

陥
り
が
ち
。
土
と
砂
利
以
外
の
「
不
純

物
」
が
堤
防
内
に
混
じ
る
の
は
馴
染
ま

な
い
と
「
土
堤
原
則
」
を
掲
げ
る
国
土

交
通
省
河
川
局
改
め
水
資
源
・
国
土
保

全
局
。
鋼ス
チ
ー
ル鉄
も
混
凝
土
も
、
他
の
公
共

事
業
で
は
「
不
純
物
」
ど
こ
ろ
か
ら
必

須
の
素
材
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

「
科
学
を
信
じ
て
技
術
を
疑
わ
ず
」
か

ら
「
科
学
を
用
い
て
技
術
を
超
え
る
」

心ち

智え

に
則の
っ
とり
、〝
治
水
の
父
〞
た
る
畏

兄
・
今
本
博
健
京
都
大
学
名
誉
教
授
と

共
に
知
事
時
代
、
国
会
議
員
時
代
の
計

12
年
間
、
鋼
矢
板
工
法
を
提
唱
す
る
も

聞
く
耳
を
持
た
な
か
っ
た
政
府
は
、
皮

肉
に
も
僕
の
退
任
後
に
破
堤
し
た
千
曲

川
で
「
鋼
矢
板
工
法
」
を
実
施
。
が
、

そ
れ
は
飽
く
迄
も
「
社
会
実
験
」
と
し

て
の
特
殊
事
例
な
の
で
す
。

　

ア
イ
ヌ
民
族
居
住
地
だ
っ
た
北
海
道

沙さ
る
ぐ
ん

流
郡
平び
ら
と
り
ち
ょ
う

取
町
の
沙さ
る
が
わ

流
川
に
反
対
を

押
し
切
り
建
設
さ
れ
た
二に
ぶ
た
に

風
谷
ダ
ム
。

「
沙
流
」
と
は
ア
イ
ヌ
語
で
葦あ
し
は
ら原
。
沙

流
川
と
は
大
雨
が
降
り
水み
ず
か
さ嵩
が
増
す
度

に
河
口
が
土
砂
で
塞
が
る
河
川
を
意
味

し
ま
す
。
チ
プ
サ
ン
ケ
と
呼
ば
れ
る
舟

下
ろ
し
儀
式
の
地
は
推
定
堆
砂
量
１
０

０
年
分
の
２
倍
、
即
ち
２
０
０
年
分
の

堆
砂
が
僅
か
10
年
間
で
ダ
ム
湖
に
堆
積
。

土
砂
放
出
に
伴
い
下
流
域
で
産
卵
の
鮭
、

柳シ
シ
ャ
モ

葉
魚
は
壊
滅
状
態
。

「
促
ダ
ム
・
脱
ダ
ム
」
二
項
対
立
の
前

に
「
的
確
な
認
識
・
迅
速
な
決
断
と
行

動
・
明
確
な
責
任
」
の
気
概
で
「
今
そ

こ
に
あ
る
危
機
」
に
対
処
し
て
こ
そ
、

「
政
治
」
の
統
治
・
平
定
な
の
に
ね
。

　　

の
僅
か
１
％
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

　

総
事
業
費
５
３
２
０
億
円
。
72
年
前

の
１
９
５
２
年
＝
昭
和
27
年
に
計
画
発

表
。
68
年
後
の
２
０
２
０
年
＝
令
和
２

年
４４
が
つ
ば
か

月
１
日
に
正
式
運
用
開
始
。
前
年

★
次
号
３
月
号
の
発
行
日
は
３
月
１
日（
金
）で
す
。

「治す・護る・創る」


